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（1）LMSを採用するに至った経緯をまとめてください。 

 指定論文では，メタボリック症候群向けの対面型保健指導に対して LMS を導入するに至

った経緯と導入した LMS の内容，運用の結果についてまとめたものである． 

  

 まず，2004 年から 2007 年にかけて行われた「国保ヘルスアップモデル事業」において，

講義と実技から構成された 2 時間の集合型対面教育を毎週 1 回，12 週の長期・頻回にわた

って実施した．その結果，継続率は 80%以上で，介入終了 1年後も体重のリバウンドは認め

られなかった．しかしながら，これには，「時間的・地理的制約のため勤労者の参加が困難」，

「12 回という長期間にわたる教室の開催費用・人件費にコストがかかり，結果的に教室開

催の回数，参加者共に限定される」という問題点があった． 

  

 そのため，対面型保健指導を介入開始時の 1回のみとし，ハイリスク者同士が相互支援・

交流できるようにメーリングリストを設置し，メーリングリストの発言者に対して適切な

支援も提供した．その結果，1か月後には腹囲が平均 6.5cm減少し，実施後のアンケートで

も，「同じ目標を持つ参加者の様子をメーリングリストでみることができ，モチベーション

が高まった．励みになった」という回答が 8割の参加者から寄せられた．しかしながら，「1

回の対面型保健指導にも参加できない層，事業所が存在」，「メーリングリスト上での未発言

者の実施状況の把握が困難」という問題点があった．また，参加者からも「コンピューター

ではなく，スマートホンやタブレット PCで実施したい」という意見があった． 

 

 これらの問題に対処するためには，「時間・地理・コスト」の制限が低く，2 時間の対面

型学習をオンラインで学習可能にする仕組み，および参加者全員の実施状況の把握と個別

の保健指導が不可欠であり，その手段として，LMSの採用にいたった． 

 

（2）参加者の継続を促すうえで有用であったと思われるアプローチを 3つ以上挙げ、その

他にも有用と思われるアプローチを 1つ以上挙げてください。 

 

継続を促したアプローチ１：食事と運動の進め方の動画をいつでも確認できること 

 この動画があることで，20 代から 60 代の労働者でも，休日や夜などの空いた時間に動画

をみて，学習をすることができる．いつでもどこでも学習できることが継続の一因となった

と考えられる． 

 

継続を促したアプローチ２：ダイアリーの記入が楽だったこと 

 「WEB 版を使って良かったと感じたこと」に対する参加者の意見として，ダイアリーの

記入が楽であったことが挙げられていた．ダイアリーなど，こまめに記入する必要がある機

能のユーザーインターフェースが使いやすいことは，鈴木（2006）が提唱した e ラーニン
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グの質保証を 5 つの観点からとらえた「e ラーニング質保証レイヤーモデル」のレベル１で

ある「情報デザインの要件」に該当し，継続の一因となったと考えられる． 

 

継続を促したアプローチ３：掲示板投稿が参考になったこと 

 掲示板で随時，情報が配信されたこと，他の参加者による投稿が閲覧できたことで，継続

につながるような参考になる情報を得られたと考えられる．特に「質問なんでもコーナー」

などのスレッドでいつでも質問をすることができるので，わからないまま一人で悩むとい

うことを防ぐことができたことが継続の一因となったと考えられる．実際に，表４の「掲示

板やコンテンツによる情報は，運動や食事を継続するうえで役立ちましたか」という質問に

対する回答で，約半数の参加者が「とても役立った」もしくは「役立った」と回答している． 

 

継続を促すアプローチの提案： 

各参加者の「エクササイズ」，「食事」，「ウォーキング」などの情報を共有する 

 eラーニングで学習をした場合，他の学習者の状況を知ることができず，孤独を感じ，継

続できなくなるケースが多いと考えられる．図１０の「定期的な支援レター」にあるように，

既に他の参加者のダイアリーで書き込まれていた情報が部分的には公開されているが，エ

クササイズの量など詳細な状況まではわからない．そのため，匿名化した上で，各参加者が

ダイアリーで入力する「エクササイズ」，「食事」，「ウォーキング」などの情報を一覧表示し，

誰でも閲覧できるようにするとよいかもしれない．また，「今日の感想＆メモ」を併せて公

開することで，どのような工夫を他の参加者がしているのかを知ることができ，より継続に

つながると考えられる． 
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